
　過去に実施した調査同様、ザトウクジラの発見は西側で
多い結果となったので、今後はザトウクジラ集中する
水深帯や海底地形などを明らかにしたいと考えています。
　また今年の調査では、同時に個体識別調査も実施し、全部で
13 頭を識別することができました。OWA では小笠原に
来遊するザトウクジラの生態を解明するため、ザトウ
クジラの尾ビレ個体識別データベースを作成中です。もし
このデータベース作成に賛同していただける方がいまし
たら、一度 OWA までご連絡ください。この事業により
得られた情報は、皆様にフィードバックしていきますので、
是非ご協力をお願いいたします。


